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薄暮時・夜間の交通事故防止について
秋から冬にかけて歩行者の交通事故が増加する傾向にあり、特に夜間の交通死亡

故の増加が懸念されています。

歩行者が実践すること
夕暮れ時から夜間における交通事故防止で重要な点は、「目立つこと」です。

あなたから車は見えていても、車の運転者はあなたに気付いていないかもしれません。

あなたが道路にいることを周囲に知らせることが大切です。

１ 明るい色の服装
夕暮れ時や夜間に、徒歩で外出する際は、白や黄色といった明るい色の服装を心掛けま

しょう。明るい色の服装は、車の運転者に注意を促し、あなたを交通事故から守ります。

２ 反射材の利用
反射材はわずかな光でも反射して光るので、夕暮れ時や夜間に、徒歩で外出するときは

必ず身に着けましょう。反射テープ、反射リストバンド、反射タスキを着用することや

反射する素材が使われた衣類を着用するなど手軽な方法で交通事故から身を守りましょう。

また、懐中電灯などの照明具を持ち歩けばさらに効果的です。「自分が車の運転者から

どう見えているか」を意識しましょう。

ドライバーが実践すること
夕暮れ時から夜間における交通事故防止で重要な点は、「発見すること」です。

車の運転者が歩行者や自転車をいち早く発見して、減速するなどの危険回避に必要な運転

ができるかどうかが交通事故を起こさないために重要になります。

１「原則ハイビーム」の活用
ドライバーは、前照灯を早めに点灯し、「原則ハイビーム」で走行しましょう。

２ 飲酒運転・危険運転の防止
家庭や職場において、飲酒運転は「しない」・「させない」「許さない」を推進し、安全

な交通環境づくりを心掛けましょう。妨害運転（いわゆる「あおり運転」）を防止し、思

いやり、ゆずり合い運転を実践しましょう。

米泥棒にご注意ください！

農作物盗難の被害防止のため地域の皆さまのご協力をお願いします。

【防犯対策例】
〇 防犯カメラの設置
〇 保管場所の施錠確認
〇 納屋等の侵入が容易な場所に保管しない
〇 不審者を見かけたら１１０番通報
〇 不審車両のナンバーチェック
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